
r

昭和36年1月16日第3種郵便物認可　昭和61年6月1日　第319号　（毎月1回1日発行1部30円）

Nα　319

6／61

　去る5月13日置ら16日にかけて、韓国では盛大
にランタン・フェスティバル（花まつり）が開催さ

れた。なかでも、ソウルの曹渓寺を中心とする観燈

祭は、世界十大祭りにも数えられ10万人以上の提灯を持った群衆で賑う。（関係記事7面）

全日本仏教会
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全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和61年6月1日

　
第
一
回
全
仏
事
務
担
当
者
連
絡
委
員
会
が
、

五
月
一
日
正
午
よ
り
明
照
会
館
に
於
い
て
開
催

さ
れ
た
。

　
こ
の
委
員
会
は
、
常
務
理
事
を
派
遣
し
て
い

る
十
宗
派
よ
り
推
薦
さ
れ
た
各
委
貝
で
構
成
さ

れ
、
宗
務
当
局
と
全
仏
事
務
総
局
と
の
事
務
的

な
連
絡
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
発
足
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
会
議
は
、
第
一
回
と
い
う
こ
と
で
、
先
ず
各

委
員
、
事
務
総
局
職
員
の
自
己
紹
介
が
行
わ

れ
た
。
次
い
で
、
総
務
・
財
務
・
社
会
・
同
和

推
進
・
国
際
文
化
の
各
部
よ
り
現
況
の
報
告
が

行
わ
れ
た
。

　
本
委
貝
会
の
委
員
は
左
の
方
々
で
あ
る
。

　
剛
山
浩
義
（
曹
洞
宗
）
明
山
孝
文
（
浄
土
真
宗

　
本
願
寺
派
）
朽
木
明
曉
（
真
宗
大
谷
派
）
斎
藤

　
男
工
（
浄
土
宗
）
高
桑
正
写
（
日
偏
宗
）
常
岡
弘

　
雄
（
高
野
山
真
言
宗
）
二
株
明
生
（
臨
済
宗
妙

　
心
寺
派
）
可
児
光
永
（
天
台
宗
）
花
木
義
光
（
真

　
言
宗
智
山
派
）
中
正
宣
（
真
言
宗
豊
山
派
）

2　1　　　　　　　　12

72918121184

全
ム
の
理
事
会
ひ

全
仏
理
事
会
で
挨
拶
す
る
若
槻
理
事
長

・
b
く

…　

S
仏
の
理
事
会
は
、
五
月
二
十
日
午
後
…

…
　
一
時
よ
り
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
…

…紳総
務
局
一
庶
務
部

221610181793
黄
桀
宗
開
山
祥
忌
参
列

常
務
理
事
会

観
桜
会
出
席

噛
永
平
寺
貫
首
晋
山
式
参
列

監
査
会

理
事
会

天
台
真
盛
宗
管
長
晋
山
式
参
列

西
本
願
寺
本
堂
修
復
法
要
参
列

事
業
報
告
、
決

算
な
ど
審
議
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1847528263128

　　　10

151429

　　　11

27　18　27　22

藤
井
日
達
師
本
葬
参
列

国
税
庁
と
協
議
会

中
山
冨
士
師
葬
儀
参
列

浄
土
宗
西
山
深
草
派
管
長
本
葬
参
列

平
林
宥
高
師
本
葬
参
列

日
蓮
宗
総
長
祝
賀
会
出
席

浄
土
宗
西
山
深
草
派
管
長
晋
山
式
参
列

本
願
寺
派
「
全
戦
没
者
追
悼
法
要
」

参
列
月
航
機
事
故
4
9
日
法
要
参
列

常
務
理
事
会

包
括
宗
教
法
人
管
理
者
研
究
協
議
会

（
京
都
会
議
）

祐
天
寺
住
職
晋
山
式
参
列

恵
光
寺
落
慶
法
要
参
列

築
地
本
願
寺
記
念
法
要
参
列

醍
醐
派
管
長
本
葬
参
列

常
務
理
事
会

会
長
・
副
会
長
推
戴
委
貝
会

　　　　　　　　　3

26　25　17　10

◎
事
務
総
局
局
内
会
議

◎
全
仏
改
革
委
員
会

◎
日
本
宗
教
連
盟

　
理
事
会
出
席
（
八
回
）
、

　
税
制
特
別
委
員
会
出
席
（
三
回
）

総
務
局
－
財
務
部

　　　1　　　10　5

21　20　28　22　10

阿
部
慶
昭
理
事
長
寺
院
葬
参
列

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
プ
成
道
会
出
席

大
野
法
道
師
本
葬
参
列

阿
部
理
事
長
宗
門
皿
眼
列

常
務
理
事
協
議
会

理
事
会
・
評
議
員
会
、
新
年
懇
親
会

包
括
宗
教
法
人
管
理
者
研
究
協
議
会

（
東
京
会
場
）

戦
争
犠
牲
者
追
悼
大
法
要
参
列

宗
派
代
表
者
協
議
会

小
野
清
一
郎
氏
葬
儀
参
列

理
事
会

　
　
　
　
　
（
＋
九
回
）

　
　
　
　
（
九
回
）

　
　
　
（
日
宗
連
）
関
係

　
　
　
　
　
　
幹
事
会
出
席
（
九
回
）
、

監
査
会

関
西
地
区
財
務
担
当
者
会
議

関
東
地
区
財
務
担
当
者
会
議

関
東
地
区
財
務
担
当
者
会
議

関
西
地
区
財
務
担
当
者
会
議

総
務
局
－
時
局
対
策
部

4
・
6
δ

12　　11　　9　8　6
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ア
フ
リ
カ
難
民
救
援
金
の
残
額
を
外

務
省
へ
届
け
る

第
一
回
税
務
委
国
会

靖
国
神
社
公
式
参
拝
反
対
声
明
提
出

第
二
回
税
務
懸
盤
会

税
制
調
査
会
へ
要
望
書
提
出

宗
教
政
治
研
究
会
と
の
懇
親
会

自
由
民
主
党
組
織
繊
麗
会
と
の
懇
談
会

自
由
民
主
党
税
制
調
査
会
委
貝
へ
の

抗
議
行
動
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昭和61年6月1日
全　　　　　仏
第3種郵便物認可

1
・
2
1
　
第
三
回
税
務
署
貝
会

2
・
3
　
コ
ロ
ン
ビ
ア
災
害
義
援
金
、

　
　
　
　
使
へ
手
渡
す

◎
毎
月
2
回
法
律
相
談

◎
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
開
催
関
係

　　　・　　…　　　　　組　　・・　　　・…
22184128135302421191812織276728282287892624191811

高
知
岐
阜
長
野
大
分
福
岡
倉
敷
水
戸
宇
都
宮

前
橋
神
戸
和
歌
山

福
島
大
阪
い
わ
き

福
井

参
加
者
6
0
名

参
加
者
㎜
名

参
加
者
6
0
名

参
加
者
8
0
名

参
加
者
㎜
名

参
加
者
蜘
名

参
加
者
9
0
名

参
加
者
6
0
名

参
加
者
伽
名

参
加
者
9
0
名

参
加
者
㎜
名

参
加
者
8
0
名

参
加
者
m
名

参
加
者
5
0
名

参
加
者
7
0
名

駐
日
大

同
宗
連
総
会
出
席

第
2
回
部
落
解
放
連
続
講
座

第
1
回
組
織
専
門
委
員
会

第
1
回
大
会
幹
事
会

部
落
解
放
基
本
法
中
央
実
行
委
員
会

栃
木
県
仏
理
事
会

愛
知
県
仏
理
事
会

第
2
回
大
会
幹
事
会

第
3
回
大
会
幹
事
会

曹
洞
宗
被
差
別
戒
名
物
故
者
法
要

千
葉
県
仏
理
事
会

部
落
解
放
基
本
法
中
央
集
会

第
4
回
大
会
幹
事
会

11

・　　　　　　　　　　　　1

1242319181598

　　10　　　　9　8

7328109191918　7

　　12

523026252221610　817

同
対
審
答
申
2
0
周
年
記
念
大
会

部
落
解
放
研
究
全
国
集
会

群
馬
県
仏
理
事
会

第
2
2
回
大
阪
府
仏
教
徒
会
議

静
岡
県
仏
理
事
会

第
3
2
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
打
合

せ
会
第
8
回
埼
玉
県
佛
教
徒
大
会

第
5
回
大
会
幹
事
会

基
本
法
総
決
起
集
会
…
準
備
会

第
3
1
回
長
野
県
仏
教
徒
大
会

都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議

第
3
2
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
徳
島
大
会

同
宗
連
研
修
会
参
加

部
落
解
放
同
盟
連
続
講
座

基
本
法
実
行
委
員
会

基
本
法
実
行
委
貝
会

第
3
回
真
言
宗
四
宗
派
合
同
同
和
研

修
会
東
京
都
副
知
事
と
会
見

第
3
2
回
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会

基
本
法
に
つ
い
て
記
者
会
見

基
本
法
実
行
委
員
会

基
本
法
実
行
委
員
会

基
本
法
実
行
委
員
会

世
界
人
権
宣
言
東
京
集
会

都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議

部
落
解
放
基
本
法
制
定
を
求
め
る
宗

教
者
総
決
起
集
会

東
京
都
仏
教
連
合
会
成
道
会
出
席

茨
城
県
仏
同
和
研
修
会

第
3
2
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
徳
島
大

会
反
省
会

基
本
法
実
行
委
員
会

3　　　2　　　　　　　1　12

10261727249820

◎
同
和
委
員
会

　
国
際
文
化
局
1
国
際
部

　　　～

1512

5　4

6　14

10

24

9　7　　　6
・　・　～　・

15　10　17　15

4　　　3　　　　　1　12　　　　11
　　　国　・　　～　…

26際27161051129217
国
際
文
化
局
－
文
化
部

真
言
宗
豊
山
派
差
別
戒
名
追
善
法
要

埼
玉
県
佛
新
年
会

基
本
法
実
行
委
員
会

全
日
仏
婦
修
正
会

基
本
法
制
定
要
求
中
央
行
動

基
本
法
実
行
委
貝
会

全
仏
大
会
・
組
織
専
門
委
員
会

基
本
法
制
定
を
求
め
る
署
名
運
動
協

力
要
請

　
　
（
八
回
）
開
催

ス
リ
ラ
ン
カ
首
相
歓
迎
会
出
席

W
F
B
ル
ン
ビ
ニ
ー
特
別
委
員
会
出

席
（
於
カ
ト
マ
ン
ズ
）

ハ
ワ
イ
官
約
移
民
百
年
祭
記
念
日
米

仏
教
徒
会
議

第
2
回
実
行
委
員
会

ハ
ワ
イ
官
約
移
民
百
年
祭
記
念
日
米

仏
教
従
会
議
出
席
（
於
ハ
ワ
イ
）

日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
総
会
出
席

ネ
パ
ー
ル
国
王
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

出
席
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
代
表
団
を
全

仏
徳
島
大
会
へ
招
請

日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
理
事
会
出
席

新
駐
日
ネ
パ
ー
ル
犬
使
歓
迎
会
出
席

ガ
ン
ジ
ー
首
相
歓
迎
会
出
席

国
際
専
門
委
員
会

W
F
B
執
行
委
貝
会
出
席
（
於
バ
ン

コ
ク
）

ネ
パ
ー
ル
大
蔵
大
臣
歓
迎
会
出
席

国
際
専
門
委
員
会

文
化
会
議
運
営
委
貝
会

　　　3211111096　 5

27251712143053462411

◎
毎
月
一
回
（
2
、

　
ル
ン
ビ

一
b
　
・
9
畠

7
・
6

　
　
2

8
・
7

　
　
2

文
化
会
議
運
営
委
貝
会

I
B
E
C
理
事
会
評
議
員
会
出
席

正
力
松
太
郎
賞
受
賞
式
出
席

文
化
専
門
委
貝
会

第
1
8
回
日
本
仏
教
文
化
会
議

囲
碁
大
会
実
行
委
員
会

文
化
会
議
運
営
委
員
会

第
3
回
全
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会

仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式
出
席

「
比
叡
山
と
天
台
の
美
術
」
式
典
出
席

I
B
E
C
理
事
会
評
議
員
会
出
席

文
化
専
門
委
貝
会

　
　
　
8
月
を
除
く
）
全
仏
誌
発
行

総
務
部
会
、
経
理
部
会

総
務
部
会

総
務
部
会

　　

@　
@　
[
；
ー
，
　

二
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会

　
寺院用具
浅草通り五鳳会加盟店

漱鰍3洪国商店
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前

電　話　代表（841）4965
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昭和61年6月1日
全　　　　　仏
第3種郵便物認可

昭和60年度　財団法人全日本仏教会歳入歳出決算書

歳入　予算額　金92，837，000円
歳出　予算額　金92，837，000円

　　　　　　歳入歳出決算剰余金

　決算額　金91，058，853円

　決算額　金88，090，103円
金2，968，750円

歳入の部

科 目 対 予　　　　　　算
予　算　額 収入済額

款 項 目 収入超過額 収入未済額
1。負　担　金 84，637，000円 80，767，000円 0円 3，870，000円

1．各宗派負担金 74，459，000 72，154，000 0 2，305，000

2．各団体負担金 10，178，000 8，613，000 0 L565，000
2．寄　附　金 1，500，000 1，263，975 0 236，025

1．寄　附　金 1，500，000 1，263，975 0 236，025

3．未納徴収金 1，500，000 2，520，000 1，020，000 0

4．基金果実 900，000 800，748 0 99，252

5，雑　収　　入 2，300，000 2，631，099 331，099 0

6．繰　越　金 2，000，000 3，076，031 1，076，031 0

歳 入 計 92，837，000 91，058，853 1，778，147

歳出の部

科 目
○増　△減

款 項 目
予　算　額 支出済額

流　用　額
予算残額 付　　　　記

1．事務総局費 63，983，000円 63，606，928円 円 376，072円

1．人　件　費 44，333，000 44，239，150 93，850

1．職貝俸給 17，868，000 17，814，000 54，000

2．諸　　　　給 22，465，000 22，425，150 39，850

3，厚　生　費 3，200，000 3，200，000 0

4．退職積立金 800，000 800，000 0

2．事　務　費 9，650，000 8，960，737 △500，715 188，548

1．借館借室費 3，700，000 3，700，000 0

2．通　信　費 1，800，000 1，712，600 87，400

3．消　耗　品 400，000 333，072 66，928

4．光　熱　費 2，000，000 1，739，828 △260，172 0 第3項へ流用
5．備　品　費 400，000 396，600 3，400

6．印　刷　費 1，000，000 921，722 △　47，458 30，820 第3項へ流用
7．諸　雑　費 350，000 156，915 △193，085 0 第3項へ流用

3．旅　　　　費 3，500，000 4，000，715 0500，715 0 第2項4、6、7目より流用

4．関西事務局費 2，000，000 2，000，000 0

5．渉　外　費 4，500，000 4，406，326 93，674

2．総務局費 9，900，000 9，482，725 417，275

1．会　議　費 4，500，000 4，304，121 195，879

1．理事会費 1，200，000 976，090 △104，571 119，339 第4目へ流用
2．評議員会費 400，000 386，130 13，870

3．各種委員会費 400，000 337，330 62，670

4．諸会議費 2，500，000 2，604，571 △104，571 0 第4目より流用
2．共通事項処弁費 3，500，000 3，436，624 63，376

3．時局対策費 1，500，000 1，416，750 83，250

4．調査研究費 400，000 325，230 74，770

3．組織局費 8，400，000 7，897，154 502，846

1．組織強化費 5，400，000 5，056，811 343，189

1．組織強化費 1，200，000 1，102，964 97，036
2．国内仏教徒会議費 4，200，000 3，953，847 246，153

2同和推進費 3，000，000 2，840，343 159，657

4．国際文化局費 7，900，000 6，588，046 1，311，954

1，国際運動費 2，600，000 1，379，841 1，220，159

1．WFB関係費 600，000 283，815 316，185

2．国際仏教交流費 700，000 260，000 440，000

3．渉　外　費 1，300，000 836，026 463，974

2．文化会議費 1，100，000 1，044，194 55，806

1．文化会議費 800，000 744，194 55，806

2．紀要作成費 300，000 300，000 0

3．教化諸費 200，000 200，000 0

4．機関紙発行費 4，000，000 3，964，011 35，989

5．雑　　　　費 154，000 15，250 138，750

6．基金繰入金 500，000 500，000 0

7．予　備　費 2，000，000 0 2，000，000

歳 出 計 92，837，000 88，090，103 4，746，897
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翻
三
三
翻
翻

翻
翻
翻
翻
繰

翻
翻
翻
翻
翻

羅
翻
踊
翻
翻

　
　
　
ド

翻
蝶
麗
翻
繰

翻
繰
翻
筋
．
瀦

論
難
禮
竈
驕

翻
罰
r
．
憾
翻

翻
回
歴
罰
踊

翻
嚢
翻
囎
翻

　
　
」
3
召

翻翻翻腰
躁麗頻隙
ぬ　　　　　　　　　　　

㈱貌　揖3
　劉駅羅　翻翻翻

淫
酒
確
論
，
編

　
　
う
　

　
　
　
晰

　
　
　
　
卍

翻翻
配「．i盈

　
　
　
　
脚

　
　
　
副

　
　
を
ビ

翻
難
騙
翻
翻

翻
翻
翻
開
園

翻
翻
翻
翻
翻

翻
翻
翻
悪
難 髄幽幽

第38回衆議院議員総＝選挙

第14回参議院議員通常選挙

　
第
十
四
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
な
ら
び
に

第
三
十
八
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
、
来
る
七

月
六
日
、
同
日
選
挙
と
し
て
行
わ
れ
る
が
、
全

日
本
仏
教
会
は
、
加
盟
の
宗
派
、
草
津
、
団
体

よ
り
推
薦
申
請
の
あ
っ
た
立
候
補
予
定
者
に
推

薦
状
を
交
付
し
て
支
援
す
る
。

　
推
薦
候
補
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
加
盟
宗
派
の

檀
信
徒
で
あ
り
、
当
選
の
暁
に
は
、
強
力
な
る

仏
法
の
外
護
者
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
、
本

会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

①
推
薦
団
体
②
略
歴
③
現
職

　
　
　
　
　
　
群
馬
一
区

笹
川
　
た
か
し
　
5
0
歳
　
自
民
・
新

①
群
馬
県
仏
教
連
合
会
②
社
会
福
祉
法
人
三

晃
福
祉
会
理
事
　
③
財
団
法
人
献
血
供
給
事
業

団
名
誉
理
事
長

へ
　
　
　
l
i
I
東
京
一
区

大
塚
　
雄
司
　
5
7
歳
　
自
民
・
現

①
東
京
都
仏
教
連
合
会
　
②
慶
応
大
学
卒
　
東

京
都
議
会
議
貝
二
期
　
衆
議
院
議
員
四
期
当
選

③
自
民
党
文
教
部
会
長
　
自
民
党
東
京
都
連
政

務
調
査
会
会
長

灘

静
岡
一
区

戸
塚
　
進
也
　
4
6
歳
　
自
民
・
現

①
静
岡
県
仏
教
会
　
②
静
岡
県
議
会
議
員
　
参

議
院
議
員
二
期
当
選
　
参
議
院
大
蔵
委
員
長

③
衆
議
院
議
貝

　
　
　
l
I
l
愛
知
二
区

青
山
　
丘
　
4
5
歳
　
民
社
・
現

①
愛
知
県
仏
教
会
　
②
慶
応
大
学
卒
　
瀬
戸
市

議
会
議
員
　
衆
議
院
議
員
四
期
当
選
　
③
衆
議

院
商
工
委
員
会
委
員
　
同
沖
縄
北
方
問
題
対
策

特
別
委
貝
会
委
貝
長

期叩ト
「隔1ード

灘
幽

岐
阜
一
区

∴
ゐ

松
野
　
幸
泰
　
7
7
歳
　
自
民
・
現

①
岐
阜
県
仏
教
会
②
国
務
大
臣
　
国
土
庁
長

官
　
自
民
党
政
調
会
政
策
審
議
委
員
③
自
民

党
総
務

誰
覗寳鹸

一5一
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岐
阜
一
区

大
野
　
明
　
5
7
歳
　
自
民
・
現

①
岐
阜
県
仏
教
会
②
自
民
党
総
務
　
労
働
大

臣
③
日
本
造
園
緑
地
組
合
連
合
会
会
長
　
岐

阜
放
送
取
締
役

三
重
一
区

北
川
　
正
恭
　
4
1
歳
　
自
民
・
現

①
真
宗
高
田
派
　
②
早
稲
田
大
卒
　
三
重
県
議

会
議
貝
　
文
教
常
任
委
員
会
　
③
国
会
対
策
委

員
　
政
務
調
査
会
文
教
部
会

燃
駆
ジ
転
紬
繊
、
、
．
　
、
蝿
・
㌻
調
膳
．
3
窄
．

婦　　、　　　い
『い　　　」－

．
h
ヌ
ベ
“
死
囚
’
　
晶
凱
曽
∴
　
　
　
や
・
瀞
㌦
　
ピ
〆
評

』曜

　
　
　
l
I
I
京
都
一
区

奥
田
　
幹
生
　
5
8
歳
　
自
民
・
現

①
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
　
②
早
稲
田
大
卒
　
京

都
市
議
会
議
長
　
京
都
府
議
会
議
員
③
衆
議

院
商
工
常
任
委
貝
会
理
事

兵
庫
一
区

砂
田
　
■
民
　
6
9
歳
　
自
民
・
現

①
兵
庫
県
仏
教
会
　
②
立
教
大
卒
　
文
部
大
臣

自
民
党
全
国
組
織
委
員
長
　
③
衆
議
院
予
算
委

貝
会
委
員
　
自
民
党
総
務
局
長

　
麟
獲
び
轡
触
撃
”
，
欝
贈
・

　
欝
，
・

葺
遷

蝋
讐1｛脚“

ま

響
塵
・
・

　
縫
騨
籍
轡
♂
》

　
　
　
　
　
　
　
長
崎
一
区

久
問
章
生
　
4
5
歳

①
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

議
貝
三
期

委
貝
会
理
事

　
　
　
　
自
民
・
現

　
　
　
　
②
東
大
卒

衆
議
院
議
員
二
期
当
選

　
党
内
閣
部
会
部
会
長

㊨県
議
会

③
運
輸

蝦
嫡

曾
　　　セ

．嘗酔
奪

　
　
　
　
　
　
広
島
三
区

小
森
　
龍
邦
　
5
3
歳
　
社
会
・
新

①
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
　
②
部
落
解
放
同
盟
広

島
県
連
合
会
騒
騒
長
　
③
部
落
解
放
同
盟
中
央

本
部
書
記
長
　
「
世
界
人
権
宣
言
」
中
央
実
行

委
貝
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
岐
車
二
区

渡
辺
栄
一
　
6
7
歳
自
民
・
現

①
岐
阜
県
仏
教
会
　
②
建
設
大
臣
　
国
土
開
発

中
部
圏
委
員
会
副
委
貝
摺
　
③
衆
議
院
文
教
委

員
会
委
員
　
土
地
問
題
委
貝
会
副
会
長

北
海
道

岩
本
　
政
光
　
5
6
歳
　
自
民
・
現

①
北
海
道
仏
教
会
連
盟
　
②
北
海
道
大
学
卒

北
海
道
開
発
政
務
次
官
　
③
予
算
常
任
委
員
会

委
員
商
工
常
任
委
員
会
心
貝
　
沖
縄
及
び
北
方

問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
委
員

讐
　
　
　
　
　
　
　
群
馬
県

中
曽
根
　
弘
文
　
4
0
歳
　
自
民
・
新

①
群
馬
県
仏
教
連
合
会
　
②
慶
応
大
学
卒
　
旭

化
成
工
業
株
式
会
社
勤
務
　
③
内
閣
総
理
大
臣

・
自
由
民
主
党
総
裁
秘
書

一6一
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茨
城
県

狩
野
　
明
男
　
5
1
歳
　
自
民
・
現

①
真
言
宗
豊
山
派
　
②
自
由
民
主
党
文
教
副
部

会
長
自
由
民
主
党
国
民
運
動
副
部
会
長
③

茨
城
県
遺
族
連
合
会
会
長

千
葉
県

赤
桐
　
操
　
6
5
歳
　
社
会
・
現

①
日
蓮
宗
②
参
議
院
逓
信
委
員
長
　
参
議
院

災
害
対
策
特
別
委
員
長
　
③
大
蔵
委
貝
会
理
事

エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
対
策
委
員
会
委
員

脳
、

ぐ
で榔糾

轡
〉

神
奈
川
県

斉
藤
　
文
夫
　
5
7
歳
　
自
民
・
新

①
日
蓮
宗
②
自
民
党
川
崎
市
連
会
長
　
神
奈

川
県
議
会
議
長
③
川
崎
商
工
信
用
組
合
理
事

長

静
岡
県

木
宮
　
和
彦
　
5
9
歳
　
自
民
・
新

①
静
岡
県
仏
教
会
　
②
静
岡
県
私
学
審
議
会
委

員
　
㈲
静
岡
総
合
研
究
機
構
理
事
　
③
常
葉
学

園
理
事
長

藤
岡
　
栄
　
5
6
歳
　
自
民
・
現

①
日
蓮
宗
②
早
稲
田
大
卒
　
静
岡
新
聞
編
集

主
幹
③
参
議
院
議
員
運
営
委
貝
会
　
自
民
党

静
岡
県
連
副
会
長

　
　
　
　
一
1
東
京
都

秦
　
　
豊
　
6
0
歳
　
民
社
・
現

①
臨
済
宗
東
福
寺
派
　
②
文
化
放
送
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
　
テ
レ
ビ
朝
日
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス

タ
ー
　
参
議
院
議
員
二
期
当
選
③
参
議
院
議

貝3
　
．小

野
　
清
子
　
4
9
歳
　
自
民
・
新

①
東
京
都
仏
教
連
合
会
　
東
京
プ
デ
ィ
ス
ト
ク

ラ
ブ
　
日
蓮
宗
　
浄
土
宗
②
日
本
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
委
員
　
J
O
C
日
本
ス
ポ
ー
ツ
芸

術
協
会
理
事
③
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
協
会

常
務
理
事

、
L
“
ご
≧
狐
ウ
　
・
㌔義
蛇

　
　
　
　
l
I
I
愛
知
県

三
治
　
■
信
　
6
9
歳
　
民
社
・
現

①
愛
知
県
仏
教
会
　
②
京
都
大
学
卒
　
労
働
事

務
次
官
　
参
議
院
三
三
二
期
当
選
　
③
民
社
党

愛
知
県
連
委
員
会

擁
．
・
．

1　　　金

い一醐婦や

岐
車
県

藤
井
　
孝
男
　
4
3
歳
　
自
民
・
現

①
岐
阜
県
仏
教
会
②
参
議
院
大
蔵
委
員
会
理

事
自
民
党
国
会
対
策
委
員
会
副
委
員
会
③

自
民
党
副
幹
事
長

兵
庫
県

中
西
　
一
郎
　
7
1
歳
　
自
民
・
現

①
兵
庫
県
仏
教
会
　
②
東
大
卒
　
農
林
大
臣
官

房
長
　
経
済
企
画
庁
国
民
生
活
局
長
　
通
商
産

業
政
務
次
官
③
逓
信
委
員
会
委
貝

一7一
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兵
庫
県

柄
谷
　
道
一
　
6
2
歳
　
民
社
・
現

①
兵
庫
県
仏
教
会
　
②
参
議
院
議
員
二
期
当
選

③
政
権
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
委
員
長

香
川
県

平
井
　
卓
志
　
5
4
歳
　
自
民
・
現

①
真
言
宗
善
通
寺
派
　
②
学
習
院
大
卒
　
通
産

・
法
務
政
務
次
官
　
外
務
常
任
委
貝
長
　
③
参

議
院
自
民
党
幹
事
長
代
理

　
左
記
の
立
候
補
予
定
者
に
つ
い
て
は
、
全
仏

誌
原
稿
締
切
の
都
合
に
よ
り
、
氏
名
の
み
報
告

す
る
。

　
　
【
衆
議
院
】

青
森
一
区
　

田
名
部
匡
省
5
1
・
自
民
・
現

東
京
一
区
　
与
謝
野
馨
4
7
・
自
民
・
現

東
京
三
区
　
　
小
坂
徳
三
郎
　
7
0
・
自
民
・
現

神
奈
川
一
区
小
此
木
彦
三
郎
5
8
・
自
民
・
現

神
奈
川
二
区
　
田
川
誠
一
　
　
6
7
・
自
民
・
現

富
山
一
区
　
住
栄
作
　

6
6
・
自
民
・
現

長
野
一
区
　

小
坂
善
太
郎
7
4
・
自
民
・
前

愛
知
三
区
　
　
海
部
俊
樹
　
　
5
5
・
自
民
・
現

岐
阜
一
区

三
重
一
区

大
阪
一
区

大
阪
六
区

滋
賀
全
県
区

兵
庫
五
区

奈
良
全
県
区

岡
山
二
区

広
島
二
区

山
ロ
一
区

福
岡
一
区

長
崎
二
区

武
藤
嘉
文

中
井
治

湯
川
宏

中
馬
弘
毅

宇
野
宗
佑

佐
々
木
良
作

奥
野
誠
亮

加
藤
六
月

池
田
行
彦

安
倍
晋
太
郎

河
野
　
正

金
子
原
二
郎

5
9
・
自
民
・
現

4
3
・
民
社
・
現

6
8
・
自
民
・
現

4
9
・
自
ク
・
現

6
3
・
自
民
・
現

7
1
・
民
社
・
現

7
2
・
自
民
・
現

5
9
・
自
民
・
現

4
9
・
自
民
・
現

6
2
・
自
民
・
現

7
2
・
社
会
・
現

4
2
・
自
民
・
現

26

ｳ
団
、
行
政
責
任
者
5
0
余
名
が
出
席

和
泉
市
で
二
日
間
に
わ
た
り

　
去
る
四
月
二
十
五
、
二
十
六
日
の
両
日
、
同

和
問
題
に
と
り
く
む
宗
教
教
団
連
帯
会
議
（
同

宗
連
）
の
主
催
に
よ
る
第
一
回
教
団
行
政
責
任

者
被
差
別
部
落
現
地
学
習
会
が
、
大
「
阪
府
和
泉

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
仏
教
、
神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
の
二
十
六
教
団

か
ら
、
宗
務
総
長
を
は
じ
め
と
し
た
教
団
の
行

政
責
任
者
五
十
余
名
の
出
席
が
あ
り
、
本
会
か

ら
は
、
若
槻
修
道
理
事
長
、
大
山
同
和
推
進
部

長
が
参
加
し
た
。

　
開
会
式
は
、
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会

和
泉
支
部
に
て
行
な
わ
れ
、
小
野
一
郎
同
宗
連

議
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
し
、
教
団

責
任
者
が
こ
の
研
修
を
と
お
し
て
、
よ
り
深
い

認
識
を
も
ち
、
率
先
的
指
導
や
指
揮
の
力
を
強

化
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
と
述
べ
た
。

　
次
に
、
和
泉
市
市
長
、
同
盟
大
阪
府
連
合
会
、

同
盟
大
阪
府
連
和
泉
支
部
よ
り
各
々
、
研
修
会

歓
迎
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
開
会
式
終
了
後
、
一
行
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ろ
二

台
に
分
乗
し
、
被
差
別
部
落
を
訪
問
し
た
。
同

地
区
内
の
老
人
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
精
通

者
よ
り
生
活
環
境
、
就
職
、
結
婚
、
教
育
問
題
、

同
和
行
政
に
つ
い
て
体
験
を
と
お
し
て
の
話
が

あ
り
、
予
定
の
時
間
を
超
え
て
、
意
見
の
交
換

が
あ
っ
た
。

ユ
　
交
流
会
の
後
、
宿
泊
先
の
貝
塚
山
荘
に
移
動
、

懇
親
会
が
持
た
れ
た
。

現
地
を
視
察
す
る
各
教
団
代
表
者
た
ち

　
　
　
　
　
豊

　
二
日
目
、
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
ス
ラ
イ
ド

を
学
習
後
、
部
落
解
放
同
盟
副
委
員
長
、
大
西

正
義
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。
氏
は
、
「
基
本
法
」

の
制
定
を
求
め
て
現
在
署
名
活
動
が
盛
ん
で
あ

る
が
、
そ
の
意
味
を
充
分
理
解
し
た
上
で
署
名

し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
と
強
調

し
た
。
質
疑
応
答
が
あ
り
、
そ
の
後
大
阪
市
浪

速
区
に
あ
る
人
権
歴
史
資
料
館
を
見
学
し
て
、

部
落
解
放
会
館
に
て
、
最
後
に
桑
原
眉
白
曹
洞

宗
宗
務
総
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
二
日
間
に

わ
た
っ
た
研
修
会
を
終
了
し
た
。

　
尚
、
こ
の
研
修
会
は
第
一
回
の
A
コ
ー
ス
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
B
コ
ー
ス
が

五
月
三
十
・
三
十
一
日
群
馬
県
下
で
実
施
さ
れ

て
い
る
。

訂
正
　
前
号
二
頁
、
日
宗
連
参
議
藤
岡
義
昭
師

の
名
字
を
誤
っ
て
〈
藤
原
〉
と
掲
載
い
た
し
ま

し
た
。
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
つ
つ
し
ん
で
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
後
の
復
興
、
援
助
計
画
審
議

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会
部
会

長
副
部
会
長
会
議
は
、
去
る
五
月
十
五
日
、
明

照
会
館
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
勧
募
期
間
も
残
す
と
こ
ろ
一
年
余
で
あ
り
、

今
後
、
復
興
援
助
計
画
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

か
を
中
心
に
審
議
が
な
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
総
務
部
会
に
お
い
て
は
、
日
本
に

指
定
さ
れ
た
地
域
に
お
け
る
三
等
の
建
立
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
、
基
本
設
計
ま
で
は
完
成
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
実
施
に
移
す
に
は
、

ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
事
業
の
進
展
状
況
を
十
分

に
把
握
、
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
段
階
で

は
基
本
設
計
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
と
し
た
。

　
つ
ぎ
に
、
　
「
聖
な
る
園
」
の
改
修
造
園
を
今

後
の
事
業
の
中
心
と
し
て
は
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
検
討
が
な
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
地
域

は
古
代
の
遺
跡
が
存
在
す
る
た
め
、
考
古
学
調

査
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
考
古
学
調
査

に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
最
後
に
、
現
在
の
勧
募
、
予
算
の
執
行
状
況

に
つ
い
て
審
議
。
諸
般
の
状
況
か
ら
み
て
、
事

務
総
局
人
件
費
を
見
直
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
今
後
、
総
務
部
会
等
で
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
。

　　　　　●　●　○　　　■　o　・　o　●　●　●　●●　　　●　●　●
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韓
国
で
は
、
釈
尊
の

御
生
誕
を
お
祝
い
す
る

ラ
ン
タ
ン
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
（
花
ま
つ
り
）

が
重
要
な
行
事
と
な
っ

て
お
り
、
今
年
も
五
月

十
六
日
（
陰
暦
で
は
四

月
八
日
）
を
中
心
と
し

た
四
日
間
、
各
所
の
寺

院
で
盛
大
な
観
燈
際
が

催
さ
れ
た
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ビ
ル

マ
な
ど
各
国
仏
教
徒
の
代
表
が
参
集
す
る
な
か
、

全
日
本
仏
教
会
も
、
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
の

，
招
き
に
よ
り
、
岩
崎
宗
秀
常
務
理
事
、
川
島
総

務
部
長
、
杜
多
国
際
文
化
部
長
の
三
名
が
出
席

し
た
が
、
他
に
も
本
会
加
盟
団
体
の
東
京
都
仏

教
連
合
会
、
埼
玉
県
佛
教
会
、
岐
阜
県
仏
教
会

よ
り
多
数
の
参
加
者
が
ソ
ウ
ル
を
訪
れ
た
。

　
五
月
十
五
日
に
は
、
挨
　
島
記
念
式
典
に
列

席
。
そ
の
後
曹
漢
寺
ま
で
十
万
人
以
上
の
韓
国

の
仏
教
徒
と
共
に
提
灯
行
列
に
参
加
し
た
が
、

沿
道
に
は
合
掌
し
て
行
列
を
迎
え
る
信
者
で
あ

ふ
れ
て
い
た
。

　
　
第
3
3
回
W
F
B
執

　
　
行
委
員
会
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
杜
多
部
長
ら
が
出
席

　
第
三
十
三
回
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）

執
行
委
員
会
が
、
去
る
四
月
二
十
一
、
二
十
二

日
の
両
日
、

タ
イ
の
バ
ン

　
　
ヘ
コ
ク
　
イ
ン

ペ
リ
ア
ル
ホ

テ
ル
に
て
開

催
さ
れ
本
会

事
務
局
よ
り

杜
多
国
際
文

化
部
長
、
小

峰
同
次
長
の

二
名
が
出
席

し
た
。

　
サ
ン
や
W
F
B
会
長
を
議
長
と
し
て
種
々
議

題
が
討
議
さ
れ
た
が
、
今
回
の
委
単
身
の
主
た

る
議
題
で
あ
り
、
そ
の
開
催
日
時
が
注
目
さ
れ

て
い
た
第
十
五
回
W
F
B
ネ
パ
ー
ル
大
会
に
つ

い
て
は
、
ネ
パ
ー
ル
国
内
の
様
々
な
事
情
に
よ

り
決
定
を
み
ず
に
い
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
予

定
通
り
本
年
の
十
一
月
に
執
り
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。

　
詳
し
い
日
時
に
つ
い
て
は
、
五
月
中
に
ネ
パ

ー
ル
政
府
の
都
合
を
確
認
し
た
上
で
決
定
し
、

　
　
差
冨
8
7
6
謬
■
冒
垂
3
8
τ
8
3
留
温
躍
3
7
畠
謹
璽
亙
2
3
7
8
3
學
7
畠
3
冨
皇
邑
■
響
＆
富
■
響

W
F
B
加
盟
各
セ
ン
タ
1
へ
案
内
状
を
送
付
す

る
こ
と
で
連
絡
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
W
F
B
ネ
パ
ー
ル
セ
ン
タ
：
の
意
向

に
よ
り
、
当
大
会
に
は
各
加
盟
セ
ン
タ
ー
よ
り

代
表
者
二
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
二
名
を
招
待
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
写
真
は
執
行
委
員
会
）

基
本
法
制
定
要
求
の

第
四
波
中
央
集
会

　
部
落
解
放
基
本
法
制
定
要
求
国
民
運
動
中
央

実
行
委
員
会
（
会
長
大
谷
光
真
・
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
門
主
）
主
催
の
第
四
波
中
央
集
会
が
、

去
る
四
月
三
十
日
、
東
京
の
日
比
谷
公
会
堂
で

約
二
千
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

　
上
杉
佐
一
郎
副
会
長
の
挨
拶
の
後
、
小
森
龍

邦
事
務
局
長
よ
り
、
長
文
に
わ
た
る
基
調
提
案

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　
次
に
、
最
近
の
各
地
で
の
部
落
差
別
の
実
態

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
お
わ
り
に
、
当
日
の

予
定
行
動
と
し
て
、
政
府
各
省
・
国
会
議
員
へ

の
要
請
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

■一

Q
冒
8
1
■
曹
．
8
一
胃
7
8
8
蟹
〔
弓
呂
一
7
垂
匪
8
7
6
躍
3
7
盆
璽
要
▼
8
雷
一
7
畠
冨
一

　
翔
鍵
鑓
棟
　

　
第
三
十
三
回
W
F
B
執
行
委
員
会
に
参
加
し

た
執
行
委
員
は
、
四
月
二
十
二
日
の
午
後
、
W

F
B
前
会
長
の
プ
ー
ン
妃
殿
下
を
訪
ね
た
。

　
同
妃
は
、
本
年
二
月
十
七
日
で
満
九
十
歳
に

な
ら
れ
た
が
本
当
に
お
元
気
な
ご
様
子
で
、
私

た
ち
一
行
を
歓
迎
し
て
下
さ
っ
た
。

　
写
真
は
、
バ
：
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
と
き
の
模
様
で
あ
る
。
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部
落
問
題
の
解
決
が
国
民
的
課
題
で
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
す
で
に
久
し
い
。
だ
が
、
私

共
の
ま
わ
り
に
は
、
未
だ
差
別
事
象
は
絶
え

ず
と
い
う
悲
し
い
現
実
が
あ
る
。
学
校
で
の

差
別
落
書
き
あ
り
、
職
場
内
に
お
け
る
差
別

発
言
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
、
家
系
図
を
利
用

し
た
菩
提
寺
・
檀
徒
の
差
別
事
件
、
さ
ら
に

近
く
に
は
、
新
し
く
見
つ
か
っ
た
差
別
記
載

の
あ
る
過
去
帳
の
問
題
（
四
月
に
第
二
回
糾

弾
会
が
福
山
市
で
行
わ
れ
て
い
る
）
等
々
、

残
念
な
が
ら
そ
の
解
決
に
は
、
道
遠
し
と
自

ら
恥
ざ
る
を
え

な
い
。

　
私
共
は
、
本

来
、
平
等
を
説

か
れ
た
釈
尊
の

み
教
え
を
奉
ず

る
仏
教
徒
で
あ

る
か
ら
、
な
お

さ
ら
に
同
和
問

　
差
別
の
結
果
と
し
て
の
貧
し
さ
や
悪
条
件

か
ら
、
学
び
取
る
べ
き
文
字
を
得
ぬ
ま
ま
に

齢
を
重
ね
た
五
十
代
、
六
十
代
の
人
々
が
識

字
学
級
で
書
く
こ
と
を
学
び
、
自
分
の
考
え

が
文
章
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た

時
、
今
ま
で
見
て
い
た
同
じ
夕
焼
け
が
一
層

の
輝
き
を
も
っ
て
胸
に
迫
っ
て
き
た
と
い
う

実
践
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
人
間
の
感
性

が
細
部
に
ま
で
光
を
と
ど
け
、
そ
れ
ま
で
見

え
て
い
な
か
っ
た
世
界
を
鮮
や
か
に
映
し
だ

す
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
理
屈
で
は

か
と
省
み
た
と
き
、
な
に
も
分
か
っ
て
い

な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
。
と
い
う

の
は
、
先
生
が
講
義
中
に
“
ク
レ
ヨ
ン
を

盗
ん
だ
の
じ
ゃ
ね
エ
”
（
同
和
教
育
小
学

校
副
読
本
『
に
ん
げ
ん
』
よ
り
）
を
読
み

な
が
ら
、
突
然
、
泣
き
出
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
初
め
ど
う
さ
れ
た

の
か
と
思
い
、
わ
け
が
分
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
し
ば
ら
く
し
て
恥
ず
か
し
く
な

っ
た
の
で
し
た
。
先
生
は
、
文
中
に
出
て

く
る
小
学
生
や
そ
の
母
親
、
そ
し
て
、
部

題
に
つ
い
て
厳
し
く
自
ら
を
点
検
し
、
問
題

解
決
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
が
、
考

え
て
み
れ
ば
、
宗
門
人
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ

う
が
、
人
間
と
し
て
き
わ
め
て
当
然
の
こ
と

が
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
強
調
し
た
い

の
は
、
同
和
問
題
を
知
的
に
の
み
理
解
す
る

こ
と
で
終
わ
れ
り
と
す
る
態
度
は
、
断
じ
て

許
さ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

心
底
か
ら
発
す
る
深
く
も
絶
え
ざ
る
い
た
み

を
伴
っ
た
感
性
、
言
葉
を
か
え
れ
ば
「
大
悲

の
心
」
の
発
露
を
こ
そ
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

1
1
自
ら
の
点
検
か
ら
「
行
」
へ
一

葛
葉
睦
山
（
恥
霧
難
二
選

な
い
。

　
最
近
、
大
阪
の
或
る
大
学
で
同
和
教
育
を

講
じ
た
あ
と
、
小
さ
な
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
男
子
学
生
の
一
人

は
、　
　
「
私
は
、
小
、
中
、
高
と
同
和
教
育
を
受

　
け
て
き
た
し
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら
も
自

　
分
の
意
思
で
人
権
論
を
学
び
ま
し
た
。
そ

　
の
結
果
、
法
律
の
条
文
や
差
別
の
実
態
に

　
つ
い
て
の
知
識
は
豊
富
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
差
別
さ
れ
て
い
る
ひ
と
た
ち
の

　
い
た
み
が
ほ
ん
と
う
に
分
か
っ
て
い
た
の

落
の
人
々
の
心
情
を
わ
が
こ
と
と
し
て
理

解
さ
れ
て
い
た
か
ら
涙
を
流
さ
れ
た
の
だ

と
分
か
っ
た
か
ら
で
す
。
私
は
、
た
だ
、

表
面
的
に
聞
い
て
い
た
だ
け
で
主
人
公
の

気
持
ち
に
ま
で
深
く
思
い
や
ら
な
か
っ
た

か
ら
、
涙
も
出
ず
、
泣
き
た
い
気
持
ち
に

な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
思
い
や
っ
て
い

れ
ば
、
先
生
と
一
緒
に
泣
け
た
は
ず
で
す
。

そ
の
こ
と
に
気
付
い
た
途
端
、
自
分
が
い

か
に
他
人
を
思
い
遣
る
こ
こ
ろ
に
欠
け
て

い
た
か
を
知
っ
て
非
常
に
恥
ず
か
し
い
気

が
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
講
義
を
受
け
、

　
知
識
を
詰
め
込
ん
で
い
っ
て
も
こ
ん
な
に

　
気
ず
か
な
か
っ
た
私
は
、
い
っ
た
い
、
今

　
ま
で
何
を
し
て
き
た
の
か
と
、
が
っ
く
り

　
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

と
、
書
い
て
い
る
。

　
こ
の
学
生
は
、
あ
と
、
同
和
問
題
に
つ
い

て
、
要
は
正
し
い
知
識
、
い
わ
ゆ
る
科
学
的

認
識
を
き
ち
ん
と
身
に
つ
け
る
と
同
時
に
、

鋭
く
も
温
か
な
感
性
を
豊
か
に
培
い
、
両
面

あ
い
ま
っ
て
問
題
解
決
に
あ
た
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
差
別
の
痛
み
に
涙
を
流
し
、
断
じ
て
あ
っ

て
は
な
ら
ぬ
と
、
そ
の
解
決
に
向
か
っ
て
実

践
行
動
す
る
姿
を
こ
そ
宗
教
人
は
求
め
ら
れ

て
い
る
。
結
婚
問
題
を
取
り
上
げ
た
と
き
、

真
実
、
正
し
く
対
応
出
来
る
自
分
に
啓
か
れ

て
い
る
か
と
、
ま
ず
、
自
ち
の
内
に
潜
む
差

別
の
体
質
を
点
検
し
よ
う
。
続
い
て
、
宗
門

内
の
諸
事
象
に
よ
く
目
を
据
え
、
過
ち
が
あ

れ
ば
速
や
か
に
糾
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ

し
て
、
私
の
周
り
か
ら
隣
人
へ
、
地
域
へ
と
、

そ
の
輪
を
広
め
よ
う
。

　
「
差
別
し
た
者
に
対
す
る
怨
み
が
消
え
な

け
れ
ば
、
真
の
部
落
解
放
は
な
い
。
寺
の
説

教
の
中
で
生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う

な
も
の
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
厳

し
い
声
が
あ
る
。
各
寺
院
の
教
化
活
動
、
わ

け
て
も
、
教
え
を
説
く
機
会
に
部
落
差
別
の

問
題
を
避
け
て
通
っ
て
は
、
絶
対
な
ら
ぬ
。

部
落
を
抜
い
て
同
和
問
題
は
あ
り
得
な
い
か

ら
で
あ
る
。
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〔
質
問
〕
寺
の
近
く
に
大
き
な
団
地
が
あ
り
、

こ
の
団
地
の
住
民
が
、
時
々
お
葬
儀
の
た
め

に
本
堂
を
借
り
た
い
と
い
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
団
地
の
人
た
ち
に
と
っ
て
お
葬
儀
を
自
宅

で
執
り
行
な
う
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で

宗
派
を
問
わ
ず
本
堂
を
お
貸
し
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
が
、
今
般
の
税
務
調
査
で
こ
れ

が
収
益
事
業
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
。
　
（
東
京
都
K
寺
住
職
）

〔
回
答
〕
昭
和
五
十
八
年
度
ま
で
は
収
益
事

業
と
な
る
席
貸
業
は
、
娯
楽
遊
興
ま
た
は
慰

安
の
用
に
供
す
る
も
の
だ
け
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始

す
る
事
業
年
度
か
ら
は
、
こ
の
ワ
ク
が
と
り

は
ず
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
即
ち
、
そ
れ
ま

r
－
1
1

奮

で
は
、
お
尋
ね
の
場
合
収
益
事
業
に
な
る
余

地
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
同

五
十
九
年
度
か
ら
は
場
合
に
よ
っ
て
は
収
益

事
業
と
さ
れ
る
余
地
が
残
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
堂
や
庫
裡
等
を
一
般
に
開

放
す
る
こ
と
は
、
公
益
法
人
と
し
て
当
然
の

こ
と
だ
と
い
え
ま
す
。
特
に
都
会
地
で
は
住

宅
が
狭
い
た
め
、
自
宅
で
お
葬
儀
を
執
行
す

る
こ
と
が
困
難
で
、
い
き
お
い
近
く
に
お
寺

が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
借
り
た
い
と
願
う
の
も

当
然
で
し
ょ
う
。
本
来
こ
う
し
た
施
設
は
国

や
地
方
公
共
団
体
で
設
置
す
べ
き
も
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
行
政
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
る

人
を
含
む
公
益
法
人
が
国
や
地
方
公
共
団
体

に
か
わ
っ
て
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
対
価
と
し
て
せ
め
て
法
人
税
は
課
さ
な

い
こ
と
に
し
ょ
う
と
い
う
考
え
方
に
あ
り
ま

す
。
と
す
る
な
ら
、
お
葬
儀
に
本
堂
や
庫
裡

等
を
お
貸
し
し
て
も
こ
れ
か
ら
あ
が
る
収
益

に
税
金
を
課
さ
な
い
の
が
、
一
貫
し
た
考
え

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
大
蔵
省
令
の
改
正
に
よ
り
、
こ

の
点
に
疑
義
が
生
じ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
課

税
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
私
た
ち
は
、
本
来
課
税
さ
れ
な
い
の
が
基

本
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
た
っ
た
う
え
で
、

お
葬
儀
の
席
貸
し
と
税
金

昨
今
、
こ
れ
は
望
む
べ
く
も
な
い
こ
と
で
す

か
ら
、
お
寺
が
か
わ
っ
て
一
般
大
衆
の
た
め

本
堂
庫
裡
等
を
開
放
す
る
こ
と
は
有
意
義
な

こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

一
般
大
衆
の
為
た
ら
ん
と
し
て
本
堂
庫
裡
等

を
開
放
す
る
と
し
て
も
、
有
償
で
こ
れ
を
行

な
っ
た
場
合
に
は
席
貸
業
と
し
て
の
収
益
事

業
に
な
る
と
い
う
取
り
扱
い
を
前
に
し
て
は
、

い
さ
さ
か
の
と
ま
ど
い
を
覚
え
ら
れ
る
の
も

止
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。
公
益

法
人
に
法
人
税
が
か
け
ら
れ
て
い
な
い
理
由

は
、
公
益
法
人
が
本
来
国
や
地
方
公
共
団
体

の
や
る
べ
き
公
益
性
の
高
い
事
業
を
宗
教
法

ど
の
よ
う
な
場
合
に
課
税
関
係
が
生
じ
る
か

を
十
分
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
全
日
本
仏
教
会
の
統
一
し

た
見
解
は
固
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
早
晩
税

務
委
員
会
で
意
見
が
統
一
さ
れ
、
国
税
庁
と

折
衝
す
る
は
こ
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
関
し
て
私
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。
単
に
お
葬
儀
の
席
貸
し
と
い
っ

て
も
、
当
該
寺
院
の
檀
信
徒
に
貸
す
場
合
か

同
宗
派
の
寺
院
の
檀
信
徒
に
貸
す
場
合
か
他

宗
派
の
檀
信
徒
に
貸
す
場
合
か
ど
う
か
、
は

た
ま
た
神
道
・
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
に
貸
す

場
合
な
の
か
、
ま
た
、
当
該
寺
院
の
僧
侶
が

出
仕
す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
御

本
尊
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
か
、
即
ち
本
来

な
ら
御
本
尊
を
背
に
し
て
引
導
を
わ
た
す
べ

き
場
合
に
も
白
い
幕
で
御
本
尊
を
お
お
っ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
か

そ
う
で
な
い
か
と
い
っ
た
こ
と
等
々
を
十
分

勘
案
し
て
線
引
き
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
と
り
わ
け
葬
儀
屋
さ
ん
の
要
求
を

安
易
に
容
れ
て
御
本
尊
を
な
い
が
し
ろ
に
す

る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
り
、
青
山
葬
儀
所
の
よ
う
に
単
な
る
会

場
貸
し
に
相
当
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
席
貸

業
と
し
て
課
税
関
係
が
発
生
し
て
も
止
む
を

得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の

場
合
、
減
価
償
却
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
に
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
解
決
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
全
日
本
仏
教
会
の
税
務

委
員
会
で
現
在
資
料
を
蒐
集
し
て
い
る
最
中

で
あ
り
、
ま
も
な
く
結
論
が
出
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
貴
寺
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
点

に
関
し
税
務
署
の
調
査
が
あ
り
ま
し
た
節
は

早
速
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
に
連
絡
し
て

戴
き
た
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
事
務
総
局

と
緊
密
な
連
絡
を
と
り
合
っ
て
対
処
さ
れ
る

よ
う
切
に
望
み
ま
す
。
税
務
署
に
は
そ
の
旨

を
お
話
に
な
り
、
し
ば
ら
く
時
間
を
猶
予
し

て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
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第
一
回
同
和
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
に
北
角
師

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
第
一
回
同
和
委
員
会
が
、

去
る
四
月
二
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
の
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

一、

ﾏ
員
長
・
副
委
員
長
選
出
に
つ
い
て

　
満
場
一
致
で
左
記
の
通
り
決
定
し
た
。

　
委
弓
長
北
角
円
澄
（
天
台
宗
）

　
副
自
誓
長
　
蓮
池
瑞
旭
（
浄
土
宗
）

　
　
　
　
　
　
中
村
秀
雄
（
曹
洞
宗
）

　
　
　
　
　
　
大
谷
宗
忠
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

二
、
委
員
会
規
定
に
つ
い
て

　
同
和
委
員
会
の
規
定
を
現
状
に
添
う
よ
う
変

｝　?
ｱ
｛
局
鮮
録
至
義

　
一
日

　
二
日

　
八
日

＋
二
日

十
三
日

　　十
二十四
十六～
日日十
　　轡
師自日

二
＋
二
日

二
十
四
～
二
十
六
B

二
＋
七
日

三
十
～
三
十
一

五
月

局
内
会
議

全
仏
事
務
担
当
者
連
絡
委
員
会

法
律
相
談
室

監
査
会

局
内
会
議

臨
済
宗
妙
心
寺
派
管
長
晋
山
式
出
席

ル
ン
ビ
ニ
亀
甲
会
長
副
部
会
長
会
議

　
　
韓
国
花
ま
つ
り
参
列

自
民
党
各
種
団
体
代
表
者
懇
談
会

理
事
会

基
本
法
実
行
委
貝
会

法
律
相
談
室

　
　
　
　
念
法
真
教
北
海
道
別
院

念
法
寺
落
慶
式

同
和
委
員
会

席
貸
問
題
懇
談
会

　
日
　
同
宗
連
現
地
学
習
会

昭
和
六
十
一
年
六
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
、

更
す
べ
き
だ
、
教
学
研
究
者
の
会
の
位
置
づ
け

を
早
急
に
明
確
に
す
べ
き
だ
、
等
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

三
、
宗
教
部
会
よ
り
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て

　
部
落
解
放
研
究
所
宗
教
部
会
よ
り
業
に
つ
い

て
六
月
に
問
題
提
起
を
し
て
ほ
し
い
と
電
話
連

絡
が
あ
り
、
本
会
も
昨
年
九
月
の
第
五
回
同
和

研
修
会
で
業
論
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
会
加
盟
教
団
に
、
次
の
二
点
に
つ

い
て
問
い
あ
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
①
差
別
問
題
と
業
論
に
つ
い
て
一
そ
も

　
　
　
そ
も
業
が
貴
宗
の
教
義
の
う
え
で
ど
の

　
　
　
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
し
て

　
　
　
差
別
問
題
と
の
か
か
わ
り
は
。

　
　
②
上
記
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
教
団
と
し

　
　
　
て
こ
の
問
題
に
い
か
に
取
り
組
み
を
な

　
　
　
さ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

初
の
税
務
委
員
会
開
く

　
去
る
四
月
二
十
四
日
、
明
照
会
館
会
議
室
に

お
い
て
第
一
回
税
務
委
貝
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
席
上
、
ま
ず
委
貝
長
に
朝
日
泰
轡
師
（
曹
洞

宗
）
、
副
委
貝
長
に
竹
市
文
成
師
（
群
馬
県
仏

教
連
合
会
会
長
）
、
橋
爪
良
恒
師
（
全
仏
評
議

貝
）
が
満
場
一
致
で
選
任
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
今
年
度
の
活
動
方
針
が
話
し
合
わ

れ
、
　
「
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
」
の
推
進
が
提
唱

さ
れ
た
。
ま
た
、
宗
教
法
人
に
対
す
る
課
税
強

化
の
対
策
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
、
各
加
盟

団
体
所
属
寺
院
な
ど
で
税
務
署
か
ら
納
得
の
い

か
な
い
指
摘
が
あ
っ
た
場
合
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ゆとり、ふくらまそうね。中期国債ファンド

笑っていますか、大きな博捜持っていますか、口ずさむ歌。いきいきエブリデイ。以もりと、ゆとり。

大切な貯蓄も、そんな暮らしのためのものでありたいですね。いかがですか、有利さで便利さで

いま注目の中期国債ファンド。毎月複利でふえつづけ、しかも出し入れが自由。みなさんの資

金も、上手に活かすなら、ひとまずは中期国債ファンドへ。夢カミゆとりが、ふくらみます』弾みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楽中期国債ファンドの設定・運用は、山一投信委託

預ける貯蓄から、ふやす貯蓄へ。

〒104東京都中央区八童洲2の4の1
8（03｝276－3181（代表｝

娠お申込みの際は受益証券説明書をご覧ください。
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